
配置図兼１階平面図 S=1:500 01和光市新設小学校建設設計業務



2,3階平面図及び床面積について S=1:500 02和光市新設小学校建設設計業務

【新設小学校・併設施設床面積一覧表（概算）】
　
　・校舎 　5,492㎡　　・体育館　975㎡　　・給食室　315㎡　　・プール　665㎡　　・防災倉庫　40㎡
　
　・図書館　　571㎡　　・児童館、保育クラブ　530㎡　　・市民ラウンジ　231㎡　　・その他階段廊下等　321㎡
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和光市新設小学校建設設計業務和光市新設小学校建設設計業務和光市新設小学校建設設計業務

グラウンドは周辺道路から約

1ｍ高いレベルとなっていま

す。雨水流出抑制が可能な計

画となっています。

駐車場は東側市道から

出入りするレベル設定

となっています。

計画建物の1FLは周辺地盤の最も低

いレベルよりも約1.7ｍ程度高い計

画とし、大雨洪水時の安全性を確

保する計画となっています。

※和光市洪水ハザードマップ（新

河岸川）

パークアベニューは市道レベル～正門レベ

ル～市民広場レベルへと緩やかに擦り付く

レベル設定となっています。また、歩道を

2ｍ以上確保する計画となっています。

市民広場はパークアベニューレベ

ル、校舎レベルとほぼ同レベルと

することで、地域住民が気軽に立

ち入りやすい計画となっています。

03計画高さの考え方 S=1:500
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和光市新設小学校建設設計業務和光市新設小学校建設設計業務和光市新設小学校建設設計業務 動線計画及び出入口計画図 S=1:500

登下校動線

歩道（幅員2ｍ以上）

パークアベニュー歩道

地域住民動線

利用者車両動線

サービス用車両動線

緊急用車両動線

サービス用駐車場は敷地西側に配置し、歩車

分離となるような計画となっています。

正門と反対側の敷地西側に通用門を設け、登下校が行いやす

い利便性の高い計画となっています。また、緊急時等の車両

の出入口としても利用可能な計画となっています。

正門や市民広場へは、敷地東側の誰でも利用できるパークアベ

ニューを介して出入りすることで、地域に開かれた施設を目指

すと共に、歩車分離した安全な登下校動線計画となっています。

（幅員2ｍ以上）

出入口

▼

駐車場は敷地北側に設けることで、歩車分離

を図る計画となっています。体育館下を活用

し、36台の計画となっています。
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05 緑地計画について

■緑化に関する条例について

・和光市まちづくり条例 … 適用対象外

・ふるさと埼玉の緑を守り育てる条例 … 適用対象

■ふるさと埼玉の緑を守り育てる条例上の緑化基準

・緑化面積 ： 13,156㎡（計画敷地面積） × 25％ ＝ 3,289㎡以上
・接道部緑化 ： 412.39 m（接道長さ） × 0.5 ＝ 206.195m以上
・高木植栽本数 ： 緑化部 20㎡あたり成木 2.5m以上となる樹木を 1本以上

以上の基準を満たす計画としていきます。

06 雨水抑制対策について

■雨水流出抑制に関する条例について

・和光市まちづくり条例

・埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する条例

■雨水流出抑制対策の基準（※）

・貯留施設の容量： 1.316 ha × 950 = 1,250.2㎥以上

以上の基準を満たす計画としていきます。

※．和光市まちづくり条例及び埼玉県雨水流出施設の設置等に関する条例の貯留施設の容量の基準は

同一になります。

07 送電線による建築制限について

■JRとの現地での確認を行い、送電線の位置及び高さが確定しています。建築制限とし
ては、高圧電流が流れた際の発熱による送電線のたるみや強風による揺れの影響を考慮し

た上で、高圧電線から 3.6m以内には建築することができないことになっています。

以上の制限に対して、配慮した計画としていきます。
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和光市新設小学校建設設計業務和光市新設小学校建設設計業務和光市新設小学校建設設計業務 騒音・振動・ほこり対策 S=1:500

太陽光パネル設置可能範囲

南側を向いた体育館の屋根

部に設置する計画となって

います。（10kw）

産廃処理場に面する外壁はコンクリート

壁とし、極力開口部を設けない計画とす

ることで、騒音・ほこり対策を図る計画

となっています。また、開口部が必要な

場合は、防音性の高いサッシを用いる計

画となっています。

隣地側既存塀

08

屋根に勾配を設けることで

ほこりが流れ落ちやすい計

画となっています。



和光市新設小学校建設設計業務 1階平面説明図 S=1:500 09和光市新設小学校建設設計業務和光市新設小学校建設設計業務

正門の近く、グランドに面して

職員室・保健室他を配置

教室は全てグランド

に面した南側配置

給食室の搬出入を西側道路からとし、

歩車分離を明確にして安全性を確保

家庭科室･音楽室･図工室は市民ラウンジ

からの出入りにより学校開放が可能

B

C

E

A

駐車場からアクセスしやすい位置

に配置

D



2,3階平面説明図 S=1:500 10和光市新設小学校建設設計業務和光市新設小学校建設設計業務和光市新設小学校建設設計業務

教室は全てグランド

に面した南側配置

学校図書室・コンピューター室は

全学年が使いやすい２階の中央に配置

F

A

教室は全てグランド

に面した南側配置

A

25ｍプール(6レーン)を確保した計画

H

屋根付きのため5～10月に利用可能

図書館分館は約6万冊の蔵書可能な計画

市民ラウンジを経由したアプローチとする

G


